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議
会
制
度
検
討
委
員
会
で

検
討
し
て
い
る
テ
ー
マ
「
議

会
活
動
と
議
員
定
数
等
と
の

関
連
性
及
び
そ
れ
ら
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
８
月
に
は
じ
め
て
開
催
し

た
市
民
と
の
意
見
交
換
会
で

多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
が

源
泉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
の
意
見
は
、
議
会

改
革
に
向
か
っ
て
取
り
組
む

姿
勢
に
評
価
が
あ
る
も
の
の
、

一
方
で
は
、
議
員
の
報
酬
や

議
員
の
報
酬
・
定
数
等
の
あ
り
方
を
検
討
中

〜
検
討
結
果
を
市
民
と
の
意
見
交
換
会
で
報
告
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

ご
意
見
を
伺
い
ま
す
〜

　

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、
議
員
の
議
会
活
動
と
そ
の
あ
り

方
、
議
員
報
酬
・
定
数
、
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
を
、
議
会
広
報
紙
や
市
民

と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
報
告
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

11
月
に
行
わ
れ
ま
す
市
民
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
一
定

の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
報
告
し
ま
す
が
、
こ
の
紙
面
で

は
、
９
月
ま
で
に
議
会
制
度
検
討
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
た

内
容
を
中
心
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

議
会
制
度
検
討
委
員
会

１
日
●
政
策
討
論
会
（
第
１

　
　
　

分
科
会
）

５
日
●
政
策
討
論
会
（
第
３

　
　
　

分
科
会
）

12
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
建
設
委
員
会
協
議
会

　
　

●
広
報
広
聴
委
員
会

16
日
●
総
務
委
員
会

　
　

●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　

●
文
教
厚
生
委
員
会
協

　
　
　

議
会

　
　

●
議
会
制
度
検
討
委
員

　
　
　

会

　
　

●
政
策
討
論
会
（
第
２

　
　
　

分
科
会
）

20
日
●
広
報
広
聴
委
員
会　

　
　

●
政
策
討
論
会
（
第
３

　
　
　

分
科
会
）

２
日
●
議
会
制
度
検
討
委
員

　
　
　

会

６
日
●
議
会
運
営
委
員
会

11
日
●
政
策
討
論
会
（
第
３

　
　
　

分
科
会
）

12
日
●
広
報
広
聴
委
員
会　

　
　

●
政
策
討
論
会
（
第
２

　
　
　

分
科
会
）

18
日
●
議
会
制
度
検
討
委
員

７
月

８
月 議

会
の
動
き

市
民
と
の
意
見
交
換
会
で
の
市
民
意
見
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

起
点
と
な
っ
て
い
ま
す

人
数
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、

削
減
で
き
な
い
の
か
、
議
会

や
議
員
の
活
動
内
容
が
わ
か

ら
な
い
、
と
い
っ
た
厳
し
い

意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
市
民
意
見
に

応
え
る
た
め
、
市
民
公
募
委

員
を
含
め
た
議
会
制
度
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

議
会
制
度
検
討
委
員
会
の
設
置
と

　
　
　
　
　

５
項
目
の
検
討
フ
レ
ー
ム
の
設
定

　

議
会
制
度
検
討
委
員
会
で

は
、
①
議
会
活
動
、
②
議
員

活
動
、
③
議
員
報
酬
、
④
政

務
調
査
費
、
⑤
議
員
定
数
の

５
項
目
を
検
討
対
象
と
し
、

最
終
的
に
は
、
こ
れ
ら
を
総

合
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。

　

本
市
議
会
は
、
議
会
基
本

条
例
第
２
条
の
規
定
に
あ
る

議
会
活
動
の
原
則
の
も
と
、

市
政
に
対
す
る
監
視
機
能
、

政
策
立
案
機
能
を
持
つ
と
と

も
に
、
議
会
へ
の
市
民
の
参

加
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
議
会
活
動
の
範

囲
に
つ
い
て
は
、
４
㌻
の
表

１
に
記
載
し
た
地
方
自
治
法

に
基
づ
く
会
議
・
委
員
会
や

同
じ
く
法
に
基
づ
く
協
議
ま

た
は
調
整
の
場
を
議
会
活
動

と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

現
在
の
法
令
上
で
は
、
議

員
活
動
に
つ
い
て
、
明
確
に

規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
議

議
会
活
動
の
範
囲
・

　
　
　

定
義
に
つ
い
て

員
の
身
分
に
つ
い
て
も
、
常

勤
か
非
常
勤
か
も
規
定
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
議

会
に
お
い
て
は
、
議
員
報
酬

を
考
え
る
前
提
と
し
て
も
議

員
活
動
の
範
囲
と
定
義
が
必

要
と
考
え
、
ど
の
よ
う
な
活

動
が
議
員
活
動
に
な
る
か
検

討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

議
会
活
動
に
位
置
付
け
し
た

部
分
（
領
域
Ａ
、
Ｂ
）
と
、

議
員
活
動
の
範
囲
・

　
　
　

定
義
に
つ
い
て

公募市民委員も交え議論しています
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図１　議会活動と議員定数等との関連性
　　　及びそれらのあり方　検討イメージ

①
議会活動の
範囲・定義
（表 1参照）

②
議員活動の
範囲・定義
 （図２参照）

③
議員報酬

議員活動日数モデル

をもとに試算を行う

④
政務調査費

使途状況は適切であ

ることを確認

⑤
議員定数

議会（委員会）での

議員間討議ができる

議員数を基準に検討

全体最適性
モデルの構築
議会機能の

向上

市民全体の福祉向上

最
終
目
的
は

２
日
●
９
月
定
例
会
招
集
日

　

 　

（
〜
９
月
15
日
ま
で
）

　
　

●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
広
報
広
聴
委
員
会

８
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
決
算
特
別
委
員
会

９
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協

　
　
　

議
会

10
日
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　

●
産
業
経
済
委
員
会
協

　
　
　

議
会

15
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　

●
政
策
討
論
会
（
第
２

　
　
　

分
科
会
）

９
月

　　
　

会

19
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協

　
　
　

議
会

　
　

●
産
業
経
済
委
員
会
協

　
　
　

議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
（
第
２

　
　
　

分
科
会
）

20
日
●
建
設
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
（
第
４

　
　
　

分
科
会
）

23
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

24
日
●
議
員
全
員
協
議
会

27
日
●
議
会
運
営
委
員
会

31
日
●
議
会
制
度
検
討
委
員

　
　
　

会

そ
れ
に
付
随
す
る
議
会
活
動

を
さ
さ
え
る
活
動（
領
域
Ｃ
）

に
つ
い
て
も
公
務
性
が
あ
る

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
直
接
公
務
性
は
薄

い
と
さ
れ
る
部
分（
領
域
Ⅹ
）

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
活
動

で
得
た
情
報
を
議
会
内
の
政

策
形
成
サ
イ
ク
ル
に
の
せ
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
公

務
性
を
付
与
す
べ
き
で
あ
り
、

市
主
催
行
事
へ
の
出
席
に
つ

い
て
も
議
会
は
、
市
の
構
成

員
の
一
部
で
あ
り
、
公
務
性

を
認
め
る
べ
き
と
し
た
も
の

で
す
（
図
２
参
照
）。

　

議
員
報
酬
の
試
算
に
当
た

り
、
議
員
活
動
日
数
の
把
握

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

公
務
性
の
あ
る
議
員
活
動
量

を
年
間
１
４
７
８
時
間
と
し
、

そ
れ
を
一
日
８
時
間
換
算
し

１
８
５
日
と
い
う
議
員
活
動

換
算
日
数
モ
デ
ル
を
算
定
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
民
と
の
意
見

交
換
会
に
お
い
て
、
日
数
モ

デ
ル
の
妥
当
性
に
つ
い
て
指

摘
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
議

員
の
実
態
調
査
な
ど
精
査
、

議
員
報
酬
の
あ
り
方
に

つ
い
て
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17
日
●
政
策
討
論
会
（
第
１

　
　
　

分
科
会
）

21
日
●
議
会
制
度
検
討
委
員

　
　
　

会

22
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
決
算
特
別
委
員
会

27
日
●
政
策
討
論
会
（
第
４

　
　
　

分
科
会
）

28
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協

　
　
　

議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
（
第
２

　
　
　

分
科
会
）

　
　

●
決
算
特
別
委
員
会

29
日
●
議
会
制
度
検
討
委
員

　
　
　

会

30
日
●
議
会
運
営
委
員
会

検
証
し
た
結
果
、
年
間
活
動

量
を
１
３
５
４
時
間
、
１
６

９
日
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
終
的
に
は
、
議
員
定
数

な
ど
と
も
関
連
付
け
な
が
ら
、

市
民
と
の
意
見
交
換
会
で
の

市
民
意
見
も
参
考
に
し
て
考

え
方
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
の
政
務
調
査
費
の
使

途
状
況
に
つ
い
て
は
、
議
員

の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め

に
必
要
な
経
費
に
使
わ
れ
て

お
り
、
裁
判
判
例
等
を
も
と

に
検
討
し
た
結
果
、
妥
当
性

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。 政

務
調
査
費
に
つ
い
て

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

何
人
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

か
が
、
議
会
改
革
で
あ
る
と

の
考
え
方
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
本
市
議
会
で
も
法
定
定

数
34
人
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

32
人
に
減
ら
し
、
現
在
は
30

人
の
定
数
に
し
て
い
る
よ
う

に
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
こ

う
い
っ
た
考
え
に
近
か
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
、
法
定
定

数
上
限
の
撤
廃
が
な
さ
れ
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
の
定
数
の
説

明
根
拠
が
な
く
な
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
市

議
会
で
は
、
議
員
報
酬
の
あ

り
方
も
含
め
、
削
減
あ
り
き

で
は
な
く
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か

ら
の
検
討
、
議
会
改
革
の
目

標
が
、
最
終
的
に
は
住
民
福

祉
の
向
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
た
め
の
議
会
機
能
の
維

持
・
向
上
を
さ
せ
る
に
は
、

ど
の
く
ら
い
の
議
員
定
数
が

必
要
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
常
任
委
員

会
に
お
い
て
議
員
間
討
議
が

有
効
に
機
能
す
る
人
数
、
市

民
と
の
意
見
交
換
会
を
円
滑

に
運
営
実
施
で
き
る
人
数
な

議
員
定
数
の
あ
り
方
に

つ
い
て

ど
、
議
会
の
監
視
機
能
、
政

策
立
案
機
能
を
考
慮
し
た
上

で
の
必
要
な
議
員
定
数
を
導

き
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

９
月
末
ま
で
の
検
討
状
況

は
次
の
通
り
で
す
。

　

現
定
数
30
人
を
大
幅
に
減

ら
し
た
場
合
、
大
幅
に
増
や

し
た
場
合
、
現
状
規
模
の
場

合
に
つ
い
て
、
監
視
機
能
、

政
策
立
案
機
能
、
民
意
吸
収

機
能
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
解
消

方
策
と
実
現
可
能
性
を
検
討

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

10
月
中
に
は
、
専
門
的
知

見
の
活
用
（
山
梨
学
院
大
学

江
藤
俊
昭
教
授
か
ら
の
指
導

と
意
見
交
換
）、
政
策
討
論

会
全
体
で
の
議
員
同
士
の
議

論
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
た
内
容
を
11
月
の
市
民

と
の
意
見
交
換
会
で
報
告
し

ま
す
。

表２　会津若松市議会基礎データ

１．議員定数

　　　法定定数 34 人

　　　条例定数 30 人（現員 29 人）

２．議員報酬

　　　年額換算 7,503,600 円

　　　（※議員報酬月額 481,000 円）

　　　（※期末手当 1,731,600 円）

３．政務調査費

　　　１人当たり年額 420,000 円

　　　（※１月当たり 35,000 円）

参考　市長給与

       月額 1,008,000 円

表１　議会活動の定義と範囲、議会像図２　議員活動を公的支援と公務性からみると

◆領域Ａ「会議・委員会」における議会活動の
　定義・範囲
　（地方自治法第 96 条～第 102 条の２）
　　①本会議
　　②常任委員会（4委員会）
　　③特別委員会（決算）
　　④議会運営委員会
　　⑤議員の派遣（福島県市議会議長会研修会等）

◆領域Ｂ「協議または調整の『場』」における    
　議会活動の定義・範囲
　（地方自治法第 100 条第 12 項に基づき議会活
　動に含め得る「場」）
　　⑥議員全員協議会
　　⑦各派代表者会議
　　⑧広報広聴委員会
　　　※⑥～⑧は会津若松市議会会議規則に規定
　　⑨常任委員会協議会（4委員会）
　　⑩政策討論会（4分科会）
　　⑪政策討論会（全体会）
　　⑫政策討論会（議会制度検討委員会）
　　⑬市民との意見交換会（地区別）
　　⑭市民との意見交換会（分野別）
　　⑮議長選挙及び副議長選挙に係る所信表明会

◆議会活動の目指す像
　会津若松市議会像（⇒協働型議会）
　　　＝監視機能＋政策立案機能＋市民参加

領域Ｂ

領域Ａ

本
会
議
・
委
員
会

視
察（
議
員
派
遣
）

協
議
又
は
調
整
の「
場
」

公
的
支
援（
有
）

公
的
支
援（
無
）

領域Ⅹ

領域Ｃ

非公務 公務性（強）（弱）公務性

20
08
年

改
正

（自治総合研究所　田口一博氏作成「自治総研2008年10月号」
の図に加筆・修正して作成）

政
務
調
査

一
般
質
問（
個
人
・

代
表
）の
作
成

視
察（
議
員
個
人
）

代
表
質
問（
案
）の
作
成

会
派
に
お
け
る
協
議

冠
婚
葬
祭 働

き
か
け

要
望
・
相
談

広
報
活
動

根
回
し
・

質
問
取
り

任
意
の
協
議
組
織

議
案
の
精
読

要
望
の
取
次

請
願
の
紹
介

領域Ⅹ

領域Ⅹ



（5）あいづわかまつ広報議会　22．11．1

市
民
と
の
意
見
交
換
会

11
月
８
日
か
ら
第
６
回
目
と
な
る

　
　

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

　

11
月
８
日
か
ら
14
日
に
市

内
15
会
場
で
、
６
回
目
と
な

る
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、

来
年
４
月
に
議
員
改
選
が
行

わ
れ
る
た
め
、
現
在
の
議
員

に
よ
る
意
見
交
換
会
は
、
こ

れ
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
意

見
交
換
会
で
の
テ
ー
マ
は
、

議
員
報
酬
・
定
数
等
に
つ
い

て
の
議
会
に
関
す
る
こ
と
を

は
じ
め
、
市
民
意
見
を
も
と

に
議
会
と
し
て
政
策
立
案
に

向
け
て
研
究
・
検
討
し
て
い

る
こ
と
に
対
す
る
意
見
交
換

が
主
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ご
都
合
の
よ
い
会
場
へ

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

市
民
意
見
は
、
行
政
分
野
ご
と
に
分
類
し

　
　
　
　

政
策
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す

　

本
市
議
会
が
実
践
し
て
い

る
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
は
、

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
サ

イ
ク
ル
の
起
点
と
し
、
そ
こ

で
い
た
だ
い
た
市
民
意
見
に

一
つ
ず
つ
応
え
る
の
で
は
な

く
、
意
見
を
行
政
分
野
ご
と

に
分
類
し
、
そ
こ
か
ら
市
政

の
問
題
点
を
発
見
し
、
一
般

化
・
抽
象
化
し
て
テ
ー
マ
課

題
を
設
定
し
、
十
分
に
調
査

・
分
析
を
し
た
上
で
政
策
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

市
民
意
見
・
要
望
に
応
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
設
定
し
た
10
の

政
策
課
題
の
う
ち
、
水
道
事

業
の
第
三
者
委
託
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
結
論
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は

事
業
執
行
状
況
に
つ
い
て
、

決
算
や
一
般
質
問
な
ど
の
機

会
を
通
じ
て
政
策
評
価
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

政
策
討
論
会
分
科
会

第
１
分
科
会

【
総
務
委
員
会
が
所
管
す
る

行
財
政
な
ど
の
テ
ー
マ
を
扱

い
ま
す
】

　

政
策
討
論
会
分
科
会
は
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
も
と
に

設
定
さ
れ
た
課
題
の
う
ち
、
政
策
討
論
会
全
体
会
で
議
論
す
る

前
段
と
し
て
、
専
門
的
知
見
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
政
策
研

究
を
基
軸
と
し
た
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
市
の

財
政
の
あ
り
方

　

第
１
分
科
会
で
は
「
健
全

で
持
続
可
能
な
市
の
財
政
の

あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
22

年
９
月
17
日
に
、
第
４
回
目

と
な
る
関
西
学
院
大
学
小
西

砂
千
夫
教
授
を
招
き
、
分
科

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
市
の
平
成
23
〜
25
年
度

の
財
政
状
況
を
示
し
た
中
期

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
分
析

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
西
教
授
か
ら
は
、

①
一
般
財
源
等
の
歳
入
は
手

堅
く
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

②
基
金
に
大
き
く
頼
っ
て
収

支
を
均
衡
さ
せ
る
よ
う
に
は

な
っ
て
お
ら
ず
、
歳
出
を
相

当
圧
縮
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ

て
い
る
。

③
投
資
的
経
費
は
30
億
円
台

で
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
選
択

と
集
中
と
い
う
考
え
方
が
現

わ
れ
て
い
る
。

　

な
ど
、
本
市
の
財
政
状
況

は
、
お
お
む
ね
持
続
可
能
で

あ
り
、
健
全
な
状
況
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

①
歳
出
を
抑
え
る
こ
と
が
本

当
に
で
き
る
の
か
。

②
見
通
し
と
実
際
の
問
題
や

議
会
と
し
て
の
対
応
。

　

な
ど
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
中
期
財
政
見
通

し
の
フ
レ
ー
ム
を
維
持
す
る

仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
、

最
終
報
告
を
ま
と
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

多くの市民の皆様に参加いただいた日新地区

表３　市民との意見交換会地区別参加者数（人）

地区名

行仁

鶴城

謹教

城北

日新

城西

町北･高野

神指

門田

東山

一箕

大戸

湊

北会津

河東

合計

平均

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回

19

18

14

56

18

18

19

16

18

19

25

7

16

8

23

294

19.6

7

7

9

35

10

12

26

14

30

28

21

17

7

12

12

247

16.5

20

35

26

19

15

13

13

21

40

26

25

8

7

12

13

293

19.5

9

20

6

8

19

18

9

6

9

10

9

22

3

6

9

163

10.9

14

11

11

25

24

21

14

16

16

17

14

12

11

9

7

222

14.8
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第
２
分
科
会

【
文
教
厚
生
委
員
会
が
所
管

す
る
環
境
、
福
祉
、
教
育
な

ど
の
テ
ー
マ
を
扱
い
ま
す
】

第
３
分
科
会

【
産
業
経
済
委
員
会
が
所
管

す
る
商
工
、
観
光
、
農
政
な

ど
の
テ
ー
マ
を
扱
い
ま
す
】

　

第
２
分
科
会
で
は
「
ご
み

の
減
量
化
に
つ
い
て
」
を
重

点
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、

有
料
化
に
よ
ら
な
い
さ
ら
な

る
減
量
化
の
た
め
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
地

か
ら
、
金
沢
市
５
３（
ご
み
）

ダ
イ
エ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
活
躍
し
て
い
る
金
沢
大
学

の
佐
無
田
光
准
教
授
か
ら
、

循
環
型
社
会
に
お
け
る
ご
み

の
発
生
抑
制
に
主
眼
を
お
い

た
市
民
本
位
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
金
沢
市
が
推

進
す
る
生
ご
み
減
量
化
策
の

一
つ
で
あ
る｢

段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
今
ま
で
の
調
査

研
究
や
分
科
会
で
の
討
議
、

さ
ら
に
は
、
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
（
ご
み
処
理
基

本
計
画
）
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
の
検
証
も
踏
ま
え
、
最
終

的
な
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

第
４
分
科
会

【
建
設
委
員
会
が
所
管
す
る

都
市
計
画
、
道
路
、
住
宅
な

ど
の
テ
ー
マ
を
扱
い
ま
す
】

ご
み
減
量
化
へ
の

取
り
組
み

持
続
可
能
な
地
域
産

業
の
維
持
・
育
成

㌢

展
崧
木
揮
義
瀅
煆
▔
統
蓋

込
宗
狂
胎
企
瀇
祥
鶴
嬉
赴
炅

統
蓋
処
倖
煜
貝
祥
㌖
街
腿
▕

炫
澈
槢
濵
苔
銃
犀
原
益
遭
琪

濵
槢
琇
涬
☟

㌢

木
揮
義
瀅
煆
☝
汯
皂
琇
瀅

爾
◥
濵
櫢
湜
苔
銃
犀
原
綠
赶

蕙
Ⅺ
琮
淡
遭
統
内
取
☝
脊
思

掘
伺
倖
肩
燾
侮
倖
湯
諦
瀇
煜

木
肋
鑓
灰
細
斬
句
義
益
虹
涖
☝

統
蓋
炫
借
涇
浯
湜
処
倖
窒
諦

煜
▔
匐
章
処
倖
企
煜
卒
遭
▕

琮
▔
召
累
準
奇
麹
煜
処
倖
槍

碁
銃
煜
刻
腿
▕☝▔
騒
衆
街
腿
▕

炅
瀨
煜
昌
博
益
嵩
昌
浯
湜
苔

銃
澵
毖
甁
橾
幌
侑
瀅
榘
畯
瀇

寺
橫
濵
槢
琇
涬
☟㌢

ZZ

煮
撒
煆
☝
汯
皂
琇
瀅
木
揮

義
瀅
相
琪
濵
櫢
湜
苔
銃
犀
原

煜
昌
博
炫
澈
槢
濵
☝
内
取
瀇

狙
傭
人
炊
益
爾
槢
☝
略
召
煜

処
倖
込
宗
煜
情
摘
瀇
埼
租
益

栽
選
涬
畯
炅
瀨
☝
洄
璟
炅
畯

苔
銃
犀
原
益
遭
琪
☝
情
司
胎

瀇
港
諦
胎
煜
榘
畯
苔
銃
澵
毖

甁
炫
晋
甁
猪
睆
瀅
琇
槢
甁
琇

涬
☟

総
合
治
水
対
策
と

住
宅
整
備
の
研
究

㌢

展
嵓
木
揮
義
瀅
煆
☝
峵
澈

煜
犀
原
菶
Ⅺ
贒
煜
骸
澈
▔
馨槢
◥

袖涬
槢

炫
鼓
槢
箸
召
契
芳
袋
貿
炫

澈
槢
濵
▕
炫
璉
甁
嶸
詐
嵓
斌
☝

伴
故
箸
婁
偲
晃
炫
捗
七
粧
袖

逓
銃
契
略
婚
妓
煜
銃
悩
炫
澈

槢
濵
煜
妻
誰
魁
廓
義
爾
苔
内

取
益
爾
槢
琇
浯
湜
☟
琇
湜
嶹

詐
lq
斌
炫
煆
☝
伴
養
天
協
歪

協
鳴
権
廓
吾
身

㌖
歪
協
幣
除
瀅

仰
賞
義
植
賠榘
琇
珵
淏袖

犀
原
精
典
幕
晋

派
和
琩
令
琪
畯

定
帯
瀧
庄
益
舌

櫢
▔
箸
召
麹
詩

袖
煜
寺
熟
瀇
捗

七
背
炅
粧
袖
逓

銃
▕
瀇
添
浯
濵

苔
銃
犀
原
綠
赶

蕙
Ⅺ
益
休
首
浯

琇
浯
湜
☟

㌢

骸
様
☝
琩
樰

骸
澈
煜
港
諦
背

菶
Ⅺ
贒
瀅
榘
畯

▔
召
樺
翠
点
煜

煮
撒
煜
様
士
胎
炫
澈
槢
濵
▕

瀅
煆
☝
嶸
詐
崧
斌
炫
綜
桧
綻

祭
綻
什
召
炫
召
樺
煩
什
翠
点

煜
窒
漣
砧
蓄
炫
澈
槢
濵
煜
爾

苔
内
取
益
爾
◥
湜
瀇
汯
皜
瀅

涬
☟
琇
湜
嶸
詐
lj
斌
炫
煆
☝

模
鳩
祭
義
二
審
専
妻
誰
焼
令

精
橳
璟
痔
哨
峵
隷
益
混
橫
☝

祭
樺
翠
点
袋
貿
煜
寺
橫
様
炫

澈
槢
濵
煜
焼
凩
協
笥
義
益
休

首
浯
琇
浯
湜
☟

㌢

煮
撒
煆
☝
健
廓
窪
頒
健
益

系
鐘
炫
汯
皂
琇
瀅
煜
狂
妃
腿

旗
益
槍
甁
勇
甁
炅
橾
璟
☝
洄

璟
炫
内
取
犀
原
益
相
琪
濵
槢

櫢
琇
涬
☟

金沢市での取り組みを調査

セミナー後に村瀬講師と意見交換を行う

地域に根ざした産業全体の活性化を

工 農

商観
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９月定例会のあらまし

答　

財
政
課
長　

財
源
の
優

先
順
位
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
れ
ば
、
選
択
肢
と
し
て
財

政
調
整
基
金
の
活
用
も
考
え

ら
れ
る
が
、
今
般
の
災
害
の

規
模
や
災
害
復
旧
の
起
債
制

度
な
ど
を
勘
案
し
種
々
検
討

し
た
結
果
、
起
債
を
優
先
す

る
と
の
判
断
に
い
た
っ
た
。

２日（木）
　招集日
　本会議（議案等提案理由説明）
６日（月）、７日（火）
   本会議（一般質問）
８日（水）
　本会議（総括質疑）
９日（木）
　文教厚生委員会
   建設委員会
10日（金）
   総務委員会
   産業経済委員会
15日（水）
　最終本会議（委員会審査報告
　～採決）

①
清
川　

雅
史 

議
員

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

②
浅
田　

誠 

議
員

　

森
林
環
境
整
備
事
業
費

③
渡
部　

優
生 

議
員　

　

会
津
若
松
市
立
幼
稚
園
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
④
小
湊　

好
廣 

議
員

　

商
業
地
域
活
性
化
事
業
費

　

ほ
か

⑤
成
田　

芳
雄 

議
員　

　

Ｉ
Ｔ
産
業
振
興
事
業
費

⑥
松
崎　

新 

議
員

　

会
津
若
松
市
手
数
料
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

ほ
か

⑦
斎
藤　

基
雄 

議
員　

　

自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

費
ほ
か

総
括
質
疑
者
名

（
登
壇
順
）

９月定例会日程

９月定例会

平成22年度一般会計補正予算など
21議案を可決

議
案
等
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

　

提
出
議
案
等
に
つ
い
て
は
、

総
括
質
疑（
下
表
の
と
お
り
）

を
行
っ
た
の
ち
、
総
務
、
文

教
厚
生
、
産
業
経
済
、
建
設

の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
集
中
的
に
審
査
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
審
議
内
容
の
一

部
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
60
号

会
津
若
松
市
一
般
会
計
補
正
予
算

財
政
調
整
基
金
積
立
金

基
金
積
み
立
て
に
対
す
る
考
え
方
は

問　

今
般
の
補
正
予
算
で
は

災
害
復
旧
事
業
費
の
財
源
と

し
て
市
債
を
充
て
て
い
る
が
、

地
方
財
政
法
第
４
条
の
４
第

２
号
を
踏
ま
え
れ
ば
、
財
政

調
整
基
金
の
活
用
も
考
え
ら

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討

し
、
判
断
し
た
の
か 

。

９月定例会のあらまし

問　

今
般
の
財
政
調
整
基
金

積
立
金
の
補
正
は
性
格
上
、

決
算
剰
余
金
や
普
通
交
付
税

な
ど
の
不
確
定
要
素
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
今
後
は
当

初
予
算
で
も
、
一
定
の
計
画

性
を
も
っ
て
積
み
立
て
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　

財
政
課
長　

可
能
な
限

り
の
積
み
立
て
に
努
力
し
て

い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

る
。
計
画
的
な
積
み
立
て
に

当
た
っ
て
は
、
決
算
剰
余
金

な
ど
の
不
確
定
要
素
だ
け
で

は
な
く
、
当
初
予
算
に
お
い

て
歳
出
事
業
と
し
て
積
立
金

を
と
ら
え
、
計
上
す
る
こ
と

が
理
想
で
あ
る
が
、
そ
の
た

め
に
は
ま
ず
歳
入
面
で
、
財

政
内
袋
契
慌
橳
璟
郊
甁
瀕
皂

浯
炅
槢
璉
樰
炅
讐
苔
視
漬
益

視
陶
涬
畯
汯
瀇
橾
幌
侑
瀅
榘

甁
☝
淼
煜
禅
瀅
☝
底
煜
焼
倖

瀇
煜
腕
淡
牲
恢
琮
讐
咲
内
袋

炅
瀨
煜
栽
頒
琩
爾
槢
炅
橾
璟
☝

周
裾
焼
倖
瀇
浯
濵
煜
讐
苔
内

袋
契
慌
叩
僂
慌
煜
榘
甁
様
益

細
功
琪
濵
槢
毖
汯
瀇
橾
幌
侑

瀇
寺
橫
濵
櫢
湜
瀇
汯
皜
瀅
榘

畯
☟
炅
橆
☝
汯
煜
璉
樰
炅
掘

　９月定例会は、平成22年９月２日から15日までの14日間の会期で開かれ

ました。

　定例会初日、市長から平成22年度一般会計補正予算など、提出された議

案の提案理由の説明が行われました。

　今定例会では、平成22年度一般会計補正予算など21件の議案をはじめ、

報告７件、承認17件、諮問１件、決議案１件、請願１件及び陳情１件が提

出されました。

　最終本会議では、議案第60号、同第74号について反対討論がありました

が、採決の結果、賛成多数により原案のとおり可決されました。

　さらに、陳情第 8号について反対討論がありましたが、採決の結果、賛

成少数で不採択となりました。

　なお、今回提出された議案等とその審議結果は12㌻のとおりです。

　また、一般質問には18人の議員が、まちづくり、健康福祉、教育など市

政全般にわたり質問を行いました。
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博
橳
璟
☝
汎
笈
焼
倖
益
煮
怖

肌
煜
爾
苔
膜
器
炫
婚
禅
浯
湜

瀇
汯
皜
瀅
榘
甁
☝
煮
撒
☝
骸

悩
煜
恢
豆
魅
汜
橾
速
皂
畯
璉

樰
幡
冓
浯
濵
槢
櫢
湜
槢
瀇
寺

橫
濵
槢
畯
☟

【
議
員
間
討
議
】

㌢

珖
橳
炫
琩
☝
讐
苔
内
袋
契

慌
煜
生
木
侑
鎖
炅
瀨
煜
常
訣

肝
畔
益
晩
琇
橫
☝
洄
璟
炫
匯

博
益
袋
偬
浯
炅
橾
璟
☝
健
廓

窪
頒
健
益
爾
槢
琇
浯
湜
☟

論
点
①　

財
政
調
整
基
金
の

あ
り
方
に
つ
い
て

㌢

讐
苔
内
袋
契
慌
煜
漬
腿
瀇

槢
樰
博
瀅
煆
骸
悩
煜
膜
器
煆

瀅
櫢
畯
瀇
槢
樰
灰
細
瀇
☝
統

蓋
込
宗
煜
狂
胎
企
煜
湜
琪
炫

煆
洄
璟
炅
畯
讐
苔
奨
裾
煆
幌

侑
瀅
榘
甁
☝
煮
抱
煜
叩
僂
慌

煆
庭
叫
輝
櫤
畯
瀇
槢
樰
灰
細

炫
皞
橳
皂
琇
浯
湜
☟

㌢

汯
皂
璟
益
瀨
煜
璉
樰
炫
袋

七
洄
淸
畯
橳
頒
健
浯
湜
沙
旗
☝

左
初
塑
亶
慌
炅
瀨
益
讐
咲
瀇

涬
畯
嶹
詐
祐
黛
亳
初
称
博
炫

橆
槢
濵
煆
☝
幌
侑
胎
☝
巷
軒

胎
炅
瀨
橾
榘
甁
☝
橳
澈
☝
雀

肌
橾
鴫
槢
宵
銃
琮
焼
倖
炫
澈

槢
濵
煆
☝
叩
功
背
炅
周
裾
祐

黛
亳
初
益
猪
琦
玽
櫢
瀇
涬
畯

細
蟻
瀅
骸
踏
浯
琇
浯
湜
☟

㌢

洄
璟
炫
☝
薯
甁
煜
讐
咲
煜

涬
玽
濵
益
讐
苔
内
袋
契
慌
獷

叩
珵
僂
濵
畯
玽
櫢
橳
豊
橳
炫

澈
槢
濵
煆
☝
統
蓋
込
宗
狂
胎

企
炅
瀨
費
悩
婁
背
獷
煜
狂
侈

益
朝
悩
浯
濵
槢
畯
措
七
瀅
榘

◥
濵
☝
淼
煜
称
博
瀅
煆
宵
銃

琮
焼
倖
煜
雀
肌
橾
燃
槢
称
煆
☝

幌
侑
叫
益
費
悩
婁
背
契
慌
獷

叩
珵
僂
濵
☝
章
槢
瀅
淼
煜
薯

甁
益
讐
苔
内
袋
契
慌
炫
叩
珵

僂
濵
湜
璟
瀨
樰
橳
瀇
煜
灰
細

瀇
☝
契
慌
益
統
蓋
狂
胎
企
煜

湜
琪
炫
狂
侈
瀅
櫢
畯
嬉
赴
胎

橾
榘
畯
怪
禅
煆
☝
費
悩
婁
背

契
慌
炫
叩
琦
幌
侑
胎
煆
炅
毖
☝

讐
苔
内
袋
契
慌
獷
叩
珵
僂
濵

皂
煇
壷
甁
畯
瀇
煜
灰
細
炫
皞

橳
皂
琇
浯
湜
☟

㌢

汯
煜
璉
樰
炅
灰
細
煜
逓
僂

煆
☝
統
様
讐
苔
溶
展
嵓
疎
煜

嵓
展
岺
雫
炫
軽
悩
涬
畯
▔
込

宗
焼
狙
煜
独
浯
槢
諭
妃
班
▕

炫
逓
涬
畯
蟻
娠
琮
僂
措
橾
開

炅
畯
汯
瀇
炫
芸
拡
涬
畯
瀇
寺

橫
璟
皂
湜
湜
琪
☝
展
峵
煜
匯

博
瀅
榘
畯
叩
珵
僂
濵
撒
煜
讐

苔
内
袋
契
慌
煜
生
木
㌖
叙
槢

様
琩
勲
琪
☝
捗
七
背
炫
頒
健

浯
琇
浯
湜
☟

論
点
②　

財
政
調
整
基
金
の

処
分
・
使
い
方
に
つ
い
て

㌢

統
様
讐
苔
溶
展
嵓
疎
煜
嵓

展
岺
雫
侑
鎖
煜
蟻
娠
煜
榘
甁

様
益
☝
費
悩
婁
背
契
慌
肩
燾

讐
苔
内
袋
契
慌
獷
煜
叩
珵
僂

濵
煜
筑
巴
疎
鎖
瀇
涬
畯
橳
豊

橳
益
琪
氿
甁
真
㍂
頒
健
浯
琇

浯
湜
橾
☝
受
陣
背
炫
煆
☝
展

岺
雫
侑
鎖
煜
蟻
娠
琩
晩
琇
橫
☝

讐
苔
内
袋
契
慌
煜
璉
甁
司
旗

背
炅
狂
侈
煜
榘
甁
様
炫
澈
槢

濵
犀
原
涬
畯
瀇
瀇
琩
炫
☝
淼

煜
犀
原
腿
旗
琩
細
功
琪
炅
橾

璟
☝
璉
甁
輩
棚
炅
讐
苔
内
袋

契
慌
煜
叩
珵
僂
濵
煜
榘
甁
様

益
内
取
犀
原
涬
畯
璉
樰
侑
啄

涬
畯
汯
瀇
瀅
☝
魁
廓
窒
廓
煜

七
灰
炫
菟
浯
琇
浯
湜
☟

㌢

淼
煜
沙
旗
☝
別
掲
１
煜
瀇

橆
甁
☝
捗
令
魁
廓
義
瀇
浯
濵

煜
侑
洛
背
灰
細
益
晋
甁
琇
瀇

琪
琇
浯
湜
☟

総務委員会としての意見

（一部抜粋）

　財政調整基金については、市財政調整基金条例及び地方財
政法に基づき、その活用を図っているところであるが、財務
当局においても、より効果的、適切な運用のあり方について、
調査研究するよう要請するものである。
　より適切な財政調整基金の積み立てを行うためには、今後
の短期的な対応としては、9月補正予算の時点で、緊急性が
あり、かつ熟度の高い施策や事業については、積極的な歳出
予算を組むことを基本とする。その上で、残りの財源の財政
調整基金への積み立てについては、地域経済活性化という特
定の目的の活用を想定し得る場合であって、しかしその時点
では施策や事業の熟度が低いようなときは、上記の調査研究
の成果も見極めながら、中長期的な観点からのより適切な積
み立てのあり方について、調査研究するよう要請するもので
ある。

別掲１

商
業
地
域
活
性
化
事
業
費

効
果
的
な
事
業
の
実
施
を

答　

商
工
課
長　

加
盟
店
舗

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結

果
と
し
て
「
効
果
が
あ
っ

た
」「
ま
た
次
も
実
施
し
て
ほ

し
い
」「
店
舗
自
ら
も
何
か
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な

ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

あ
く
ま
で
起
爆
剤
と
し
て

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
に
よ
る
地
域
購
買
推
進
事

業
は
、
商
業
活
性
化
へ
の
起

爆
剤
と
し
て
の
意
味
合
い
が

あ
り
、
事
業
終
了
後
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。
前
回
の
期

間
終
了
後
の
状
況
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

の
か
。

事
業
を
実
施
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
受
け
継
ぐ
形
で

各
商
店
街
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
、

販
促
活
動
を
展
開
し
て
も
ら

え
れ
ば
消
費
マ
イ
ン
ド
も
あ

が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

問　

加
盟
店
舗
だ
け
で
な
く

利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
し
、
市
民
の
声
を
生
か
す

も
の
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

商
工
課
長　

利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
技
術
的
に
む

ず
か
し
い
面
が
あ
る
が
、
事

業
主
体
者
で
あ
る
商
工
会
議

所
へ
こ
の
件
を
伝
え
る
。

問　

12
月
〜
２
月
ま
で
の
使

用
期
間
を
新
入
学
用
品
を
購

入
す
る
３
月
ま
で
延
ば
す
考

え
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

商
工
課
長　

当
事
業
主

体
者
で
あ
る
商
工
会
議
所
で

も
検
討
し
た
が
、
３
月
ま
で

延
ば
し
て
換
金
が
そ
の
後
に

な
る
と
、
年
度
の
関
係
で
、

資
金
的
な
や
り
く
り
が
む
ず

か
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
２

月
末
で
終
了
す
る
こ
と
に
し

た
。

Ｉ
Ｔ
産
業
振
興
事
業
費

事
業
の
内
容
と
期
待
さ
れ
る
成
果
は

問　

会
津
ま
ち
な
か
Ｉ
Ｔ
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
の
事
業
内

容
を
示
せ
。

答　

観
光
商
工
部
長　

市
の

委
託
を
受
け
た
民
間
事
業
者

が
中
心
市
街
地
の
空
店
舗
を

借
り
上
げ
、
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
市
民
に
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
相
談
、
各
種
講
習

会
な
ど
の
業
務
を
展
開
し
、

市
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

（
情
報
活
用
力
）
の
向
上
、

中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
創
出

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
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問　

地
域
情
報
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
人
材
育
成
事
業
の
事
業
内

容
を
示
せ
。

答　

観
光
商
工
部
長　

ツ
イ

ッ
タ
ー
な
ど
の
情
報
発
信
手

段
を
習
得
し
、
そ
れ
を
広
告
、

宣
伝
な
ど
に
活
用
で
き
る
よ

う
な
人
材
育
成
を
行
う
た
め

に
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る

も
の
で
あ
る
。

問　

こ
の
２
つ
の
事
業
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
事
業

を
民
間
委
託
な
ど
に
よ
り
実

施
す
る
こ
と
で
、
次
の
雇
用

ま
で
の
雇
用
、
就
業
機
会
の

創
出
や
人
材
育
成
な
ど
を
図

る
も
の
で
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
の

か
。

答　

観
光
商
工
部
長　

今
回

の
事
業
は
緊
急
雇
用
創
出
基

金
事
業
で
行
う
も
の
だ
が
、

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
や
必
要
な
情
報

収
集
を
こ
こ
で
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
解
決
で
き
、
ま
た
空
き

店
舗
に
な
っ
て
い
る
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
貢

献
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
こ

こ
で
育
っ
た
人
材
が
地
域
情

報
の
受
発
信
、
広
告
な
ど
に

活
用
で
き
る
人
材
と
し
て
、

今
後
の
新
規
雇
用
や
起
業
に

向
け
て
い
く
こ
と
も
期
待
で

き
る
。

自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
費

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
費
用
対
効
果
は

問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
従
来

の
自
動
交
付
機
に
よ
る
交
付

と
比
較
し
て
費
用
対
効
果
が

あ
が
る
の
か
。

答　

市
民
課
長　

老
朽
化
し

た
現
行
自
動
交
付
機
の
更
新

費
用
と
比
較
し
て
、
初
期
費

用
・
維
持
管
理
経
費
あ
わ
せ

て
約
１
８
０
０
万
円
の
削
減

に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
住
基

カ
ー
ド
普
及
率
及
び
コ
ン
ビ

ニ
交
付
率
の
上
昇
や
住
基
カ

ー
ド
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
市
の

窓
口
業
務
の
減
少
も
見
込
め

る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
な
人

件
費
な
ど
の
削
減
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

議
案
第
74
号

会
津
若
松
市
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
安
全
性
の
確
保
は

　

こ
の
議
案
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
を

民
間
事
業
者
の
自
動
交
付
機
に
よ
り
交
付
す
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
措
置
を
す
る
も
の
で
す
。

問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
本
当

に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
の
か
。

答　

市
民
課
長　

証
明
書
交

付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き

が
済
ん
だ
住
基
カ
ー
ド
を
持

つ
こ
と
に
よ
り
、
住
民
票
や

印
鑑
登
録
証
明
書
を
全
国
最

寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
容
易
に
取
得
で
き
る

こ
と
、
利
用
時
間
が
午
前
６

時
30
分
か
ら
午
後
11
時
ま
で

と
、
閉
庁
時
や
休
日
も
取
得

が
可
能
に
な
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
市
民
の
利
便
性
は
高

ま
る
。

問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用

す
る
上
で
の
安
全
性
は
確
保

さ
れ
る
の
か
。

答　

市
民
課
長　

個
人
情
報

保
護
及
び
偽
造
・
改
ざ
ん
防

止
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と

し
て
、
専
用
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
証
明
書
に
は
、
証
明

書
デ
ー
タ
に
暗
号
処
理
を
行

っ
て
生
成
し
た
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
画
像
や
け
ん
制
文
字
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
、
偽
造
防
止
検
出

画
像
と
い
っ
た
複
雑
か
つ
高

度
な
偽
造
・
改
ざ
ん
防
止
技

術
が
施
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
問
い

合
わ
せ
サ
イ
ト
で
証
明
書
の

記
載
内
容
に
改
ざ
ん
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
仕
組
み

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
性

は
確
保
で
き
る
。

議
案
第
80
号

会
津
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
の
考
え
方
は

　

こ
の
議
案
は
、
会
津
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
メ
イ
ン
ス

タ
ン
ド
を
新
築
す
る
た
め
、
こ
の
工
事
に
か
か
る
工
事
請
負
契

約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問　

工
事
に
際
し
て
の
安
全

対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

建
築
課
長　

現
場
は
体

育
館
、
野
球
場
側
を
鋼
板
で
、

北
側
は
単
管
を
組
ん
で
シ
ー

ト
で
囲
み
、
全
体
を
一
つ
の

エ
リ
ア
と
し
て
囲
む
。
ま
た
、

重
機
な
ど
の
出
入
り
に
つ
い

て
は
、
あ
い
づ
ド
ー
ム
側
の

交
差
点
に
出
入
口
を
固
定
し

頻
繁
に
出
入
り
す
る
作
業
の

場
合
に
は
誘
導
員
を
置
く
。

問　

入
札
方
式
の
総
合
評
価

方
式
が
改
正
さ
れ
て
は
じ
め

て
の
入
札
案
件
と
の
こ
と
だ

が
、
今
回
の
入
札
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い

る
の
か
。

答　

契
約
検
査
課
長　

技
術

評
価
点
の
加
算
点
に
つ
い
て
、

50
点
満
点
を
20
点
満
点
に
変

更
す
る
な
ど
、
よ
り
公
正
な

入
札
制
度
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

前
回
ま
で
の
方
式
で
は
、

当
該
工
事
の
部
分
で
な
い
企

業
の
技
術
力
や
地
域
社
会
へ

の
貢
献
度
な
ど
、
こ
れ
ま
で

蓄
積
し
て
き
た
部
分
の
比
重

が
大
き
い
が
、
こ
れ
を
小
さ

く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該

入
札
価
格
の
重
み
が
高
ま
っ

た
も
の
と
考
え
る
。　

問　

今
回
の
入
札
を
実
施
し

て
、
課
題
な
ど
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
。

答　

契
約
検
査
課
長　

今
回

１
回
だ
け
で
は
ど
こ
を
改
正

す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
見
当

た
ら
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く

は
こ
の
方
式
で
実
施
し
て
い

き
た
い
。

※
総
合
評
価
方
式

　

価
格
と
価
格
以
外
の
要

素
（
企
業
の
技
術
力
や
地

域
貢
献
度
な
ど
）
を
総
合

的
に
評
価
し
て
落
札
者
を

決
定
す
る
方
式
。

市民へのインターネット講座
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議
案
等
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

請
願
第
６
号

燥
冦
㌖
冦
倖
儒
台
炫

士
汜
湜
契
略
苔
銃
煜

卒
遭
炫
澈
槢
濵

╰
啄
刑
媛
仭
╯

　

森
林
吸
収
源
対
策
を
着
実

に
推
進
す
る
た
め
の
安
定
的

な
財
源
の
確
保
、
森
林
管
理

・
環
境
保
全
直
接
支
払
制
度

の
創
設
、
路
網
の
整
備
や
路

網
作
設
技
術
の
早
期
確
立
、

普
及
な
ど
、
森
林
・
林
業
再

生
に
向
け
た
基
本
政
策
の
推

進
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
を

図
る
た
め
、
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
ほ
し
い
。

【
審
査
結
果
】

　

願
意
の
趣
旨
当
然
と
認
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
関
係

機
関
に
働
き
か
け
る
べ
き
と

さ
れ
、
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
せ
ら
れ
ま
し
た
。

陳
情
第
６
号

魁
吐
倖
燭
炫
号
畯
受

燃
戴
咋
器
鋸
煜
格
櫢

禅
沆
炫
澈
槢
濵

【
陳
情
内
容
】

　

本
市
の
委
託
業
務
に
係
る

最
低
制
限
価
格
を
福
島
県
が

設
定
し
た
金
額
の
水
準
ま
で

引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

【
審
査
結
果
】

　

平
成
22
年
７
月
16
日
に
委

員
会
を
開
催
し
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
審
査
に
当
た
っ
て

は
、
現
在
の
価
格
水
準
が
地

域
に
お
け
る
雇
用
や
経
済
に

与
え
る
影
響
や
福
島
県
に
お

け
る
入
札
制
度
な
ど
を
論
点

と
し
て
種
々
論
議
が
交
わ
さ

れ
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
委
員
よ
り
次

の
よ
う
な
賛
成
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

賛
成
意
見　

本
市
で
は
、
こ

れ
ま
で
透
明
で
公
平
な
入
札

制
度
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
そ
の
一
方
で
、
委
託

業
務
に
係
る
最
低
制
限
価
格

の
現
行
水
準
に
よ
っ
て
、
働

く
者
の
環
境
、
会
社
の
維
持

管
理
、
技
術
者
育
成
な
ど
の

点
で
、
新
た
な
課
題
も
生
じ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
そ
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
本
陳
情
は
「
少
な
く
と

も
福
島
県
が
設
定
し
た
」
部

分
を
除
き
、
賛
成
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

総
務
委
員
会
に
お
け
る
表
決

結
果　

こ
の
よ
う
な
賛
成
意

見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
本

陳
情
は
表
決
に
付
さ
れ
た
結

果
、
本
文
中
「
少
な
く
と
も

福
島
県
が
設
定
し
た
」
部
分

を
除
き
、
願
意
の
趣
旨
当
然

と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

賛
成
総
員
を
も
っ
て
、

一
部
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

せ
ら
れ
ま
し
た
。　

陳
情
第
８
号

義
二
審
専
召
健
義
健

廓
煜
傭
水
戎
肴
☝
斌

汎
戴
悲
瀕
肩
燾
疎
凩

砧
黛
炫
澈
槢
濵

【
陳
情
内
容
】

　

本
市
の
経
済
情
勢
や
多
額

の
市
債
残
高
を
考
慮
す
れ
ば
、

地
元
の
民
間
給
与
と
比
べ
て

高
い
議
員
の
報
酬
を
削
減
し

な
が
ら
、
将
来
的
に
は
無
報

酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
型
制
度

へ
転
換
し
、
市
議
会
議
員
の

職
業
化
を
廃
止
し
て
ほ
し
い
。

【
審
査
結
果
】

　

各
委
員
か
ら
、
議
会
や
議

員
の
実
態
に
つ
い
て
誤
認
し

た
内
容
で
あ
る
と
い
う
意
見
、

合
議
体
で
あ
る
議
会
が
果
た

す
べ
き
役
割
が
増
す
地
方
分

権
時
代
に
あ
っ
て
、
多
様
な

議
員
の
存
在
や
そ
の
専
門
性

の
追
及
を
否
定
し
た
時
代
逆

行
の
内
容
で
あ
る
と
い
う
意

見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
部
委
員
よ
り
次

の
よ
う
な
反
対
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

反
対
意
見　

本
市
議
会
で
は

多
様
な
市
民
の
声
を
議
会
の

政
策
づ
く
り
に
生
か
す
た
め

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
、
議
会
に
お
け
る
政
策

形
成
サ
イ
ク
ル
が
具
体
的
に

稼
動
し
て
い
る
。
そ
の
過
程

の
中
で
議
員
活
動
が
多
様
化

し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
議

員
の
専
門
性
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味

か
ら
す
れ
ば
、
議
員
報
酬
の

日
当
制
や
無
報
酬
化
に
は
賛

同
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
本

陳
情
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

議
会
運
営
委
員
会
に
お
け
る

表
決
結
果　

こ
の
よ
う
な
反

対
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
本
陳
情
は
表
決
に
付
さ

れ
た
結
果
、
賛
成
者
な
し
で

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決

せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　　

議
案
第
74
号
は
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
、

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
た
自
動

交
付
機
で
交
付
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

住
基
カ
ー
ド
の
普
及
を
図
る

た
め
の
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
個
人
情
報

保
護
上
の
安
全
性
、
あ
る
い

は
こ
の
事
業
の
費
用
対
効
果

と
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
問
題
で

は
な
く
、
今
後
、
個
人
確
認

情
報
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
ら

ゆ
る
個
人
情
報
が
、
住
民
基

平
成
22
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

議
案
第
60
号

反
対 　

最
終
本
会
議
で
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

討

論

会
津
若
松
市
手
数
料

条
例
等
の
一
部
改
正

議
案
第
74
号

12月２日（木）招集日

　　　　　　本会議（議案等提案理由

                  説明）

　　６日（月）本会議（代表質問）

　　７日（火）、８日（水）

　　　　　　本会議（一般質問）  

      ９日（木）本会議（総括質疑）

　　10日（金）総務委員会

　　　　　　産業経済委員会  

　　13日（月）文教厚生委員会

　　　　　　建設委員会

　　16日（木）最終本会議（委員会審査

　　　　　　報告～採決）

12 月定例会日程
のお知らせ
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本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
民
間
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
も
蓄
積
さ
れ
、
拡
散
す
る

可
能
性
を
持
つ
大
変
危
険
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
住
基
ネ
ッ
ト
は
世

紀
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
は
、
国
が
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
国
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
を
侵
害
す
る
国

民
総
背
番
号
制
へ
の
道
を
広

げ
る
先
導
役
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

　

ま
た
、
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
予
算
が
今
回
の
一

般
会
計
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
案

第
60
条
に
も
反
対
す
る
。

市
議
会
議
員
の
報
酬

削
減
、
日
当
制
導
入

及
び
条
例
の
改
正

陳
情
第
８
号

　

本
市
議
会
は
、
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
市
民
の
声
を

政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
市

民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
議

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
市

反
対

民
の
声
を
政
策
形
成
サ
イ
ク

ル
に
の
せ
、
議
会
制
度
検
討

委
員
会
で
市
民
委
員
の
参
加

の
も
と
議
論
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
の
議
論
の
内
容
は
、

国
と
地
方
の
役
割
が
明
確
に

な
り
、
自
己
決
定
、
自
己
責

任
の
中
で
自
治
体
運
営
を
行

う
上
で
、
合
議
体
で
あ
る
議

会
の
果
た
す
役
割
が
増
し
て

き
て
い
る
こ
と
、
多
様
な
議

員
が
そ
の
存
在
や
専
門
性
を

も
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
議
員
の
日
当
制
、
無
報

酬
化
が
導
入
さ
れ
る
と
、
ゆ

と
り
あ
る
一
部
の
方
だ
け
し

か
議
員
に
は
な
れ
ず
、
こ
の

こ
と
は
議
員
の
多
様
化
に
逆

行
し
、
今
後
期
待
さ
れ
る
議

会
の
役
割
か
ら
か
い
離
し
、

議
会
が
パ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
す
る

も
の
と
認
識
す
る
。

　

新
し
い
議
会
を
つ
く
り
だ

す
こ
と
こ
そ
、
議
会
の
役
割

や
議
員
活
動
、
議
員
報
酬
、

議
員
定
数
の
議
論
を
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
議
論
な
き
削

減
志
向
は
い
か
が
な
も
の
か

疑
問
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
反
対
す

る
も
の
で
あ
る
。

決
算
特
別
委
員
会

　

９
月
８
日
の
本
会
議
に
お

い
て
決
算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
委
員
の
選
任
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
開
催
さ
れ
た
委
員
会

に
お
い
て
、
委
員
長
に
渡
部

優
生
委
員
、
副
委
員
長
に
清

川
雅
史
委
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
平
成
21
年
度
会
津
若
松

市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
今

会
期
中
（
９
月
定

例
会
の
会
期
は
９

月
２
日
か
ら
15
日

ま
で
）
に
そ
の
審

査
に
当
た
る
べ
き

十
分
な
時
間
的
余

裕
が
な
い
こ
と
か

ら
、
議
会
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
し

て
進
め
る
べ
き
も

の
と
決
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
後
日
議

会
閉
会
中
に
行
わ

れ
ま
し
た
委
員
会

の
審
査
結
果
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
名
簿　

　

委

員

長　

渡
部　

優
生

　

副
委
員
長　

清
川　

雅
史

　

委　
　

員　

大
竹　

俊
哉

　
　
　
　
　
　

樋
川　
　

誠

　
　
　
　
　
　

松
崎　
　

新

　
　
　
　
　
　

斎
藤　

基
雄

　
　
　
　
　
　

小
林　

作
一

　
　
　
　
　
　

目
黑
章
三
郎

　
　
　
　
　
　

成
田　

芳
雄決算特別委員会委員

９月定例会賛否一覧  ※これ以外の案件等は 12 ㌻のとおり全会一致で可決等されています。

※　○は賛成　●は反対

※　議長（田澤豊彦）は採決に加わらない

※　会派名の略称は次のとおり　　社民党⇒社会民主党・市民連合　共産⇒日本共産党会津若松市議団　　自⇒自民クラブ　會⇒會津会　夢⇒夢クラブ

　　　　　　会派名
　　　　　　　　　議員名

議案等名

議決
結果

反
対：

賛
成

市民クラブ 社民党 新生会津 公志会 公明党 共産 自 會 夢

大
竹　

俊
哉

清
川　

雅
史

渡
部　
　

認

石
村　

善
一

渡
部
誠
一
郎

戸
川　

稔
朗

小
林　

作
一

田
澤　

豊
彦

佐
藤　

義
之

松
崎　
　

新

小
湊　

好
廣

木
村　

政
司

長
谷
川
光
雄

渡
部　

優
生

坂
内　

和
彦

荒
井　

義
隆

本
田　

礼
子

佐
野　

和
枝

横
山　

  

淳

目
黑
章
三
郎

浅
田　
　

誠

樋
川　
　

誠

土
屋　
　

隆

近
藤　

信
行

伊
東　

く
に

斎
藤　

基
雄

石
田　

典
男

相
田　

照
仁

成
田　

芳
雄

議案第60号　平成22年度会津若
松市一般会計補正予算

原案可決 26：2 ○ ○ ○ ○○○○－○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ●● ○○○

議案第74号　会津若松市手数料
条例等の一部を改正する条例

原案可決 26：2 ○ ○ ○ ○○○○－○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ●● ○○○

陳情第８号　会津若松市議会議
員の報酬削減、日当制導入及び
条例改正について

不採択 1：27 ● ● ● ●●●●－● ●●●● ●●○● ●●●● ●●● ●● ●●●
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９月定例会で提案された議案等とその審議結果
番号 件　　　　　名

議　　　　案（21 件）

60

平成 22 年度会津若松市一般会
計補正予算（以下 73 号までの
各会計補正予算は会計名のみ記
載）

61 国民健康保険特別会計

62 老人保健特別会計

63 湊町簡易水道事業特別会計

64 西田面簡易水道事業特別会計

65 観光施設事業特別会計

66 下水道事業特別会計

67 地方卸売市場事業特別会計

68 扇町土地区画整理事業特別会計

69 農業集落排水事業特別会計

70 介護保険特別会計

71 個別生活排水事業特別会計

72
三本松地区宅地整備事業特別会
計

73 後期高齢者医療特別会計

74
会津若松市手数料条例等の一部
を改正する条例

75
会津若松市立幼稚園条例の一部
を改正する条例

以上、原案のとおり可決

76 市道の認定について

77 市道の廃止について

78 市道の変更について

79
（仮称）生涯学習総合センター
新築工事請負契約の一部変更に
ついて

80
会津総合運動公園陸上競技場メ
インスタンド新築工事請負契約
の締結について

以上、可決

報　　　　告（7件）

11 監査の結果報告について

12
平成 21 年度健全化判断比率及
び資金不足比率について

13
会津若松地方土地開発公社経営
状況報告について

番号 件　　　　　名

14
財団法人会津若松文化振興財団
経営状況報告について

15
財団法人会津若松市観光公社経
営状況報告について

16
財団法人会津若松市中小企業勤
労者福祉サービスセンター経営
状況報告について

17
株式会社まちづくり会津経営状
況報告について

承　　　　　認（17 件）

9

平成 21 年度会津若松市一般会
計歳入歳出決算の認定について
（以下 22 号までの歳入歳出決
算の認定については会計名のみ
掲載）

10 国民健康保険特別会計

11 老人保健特別会計

12 湊町簡易水道事業特別会計

13 西田面簡易水道事業特別会計

14 観光施設事業特別会計

15 下水道事業特別会計

16 地方卸売市場事業特別会計

17 扇町土地区画整理事業特別会計

18 農業集落排水事業特別会計

19 介護保険特別会計

20 個別生活排水事業特別会計

21
三本松地区宅地整備事業特別会
計

22 後期高齢者医療特別会計

23
平成 21 年度会津若松市水道事
業会計決算の認定並びに剰余金
処分について

以上、継続審査

番号 件　　　　　名

24
教育委員会委員の任命について
　新城 猪之吉さん（日新町）

25

固定資産評価審査委員会委員の
選任について
　宮崎 清子さん（本町）
　齋藤 正弘さん（栄町）
　渡部 武さん（慶山一丁目）
　加藤 藤芳さん（北会津町）
　福原 久雄さん（河東町）

以上、同意

諮　　　　　問（1件）

2

人権擁護委員候補者の推薦につ
いて
　平山 淳子さん（館馬町）
　渡部 恒信さん（河東町）
　青栁 幸男さん（門田町）
　笹内 紘司さん（本町）
　山田 弘子さん（建福寺前）

意見（同意）

決　　議　　案（1件）

9
森林・林業再生に向けた基本政
策の推進について

原案のとおり可決。なお、この具現
化を図るため、関係行政庁等に意見
書を送付しました。

請　願・陳　情（3件）

請願
6

森林・林業再生に向けた基本政
策の推進について（食とみどり、
水を守る会津地区労農市民会議
議長　小川　右善さん）

採択

陳情
6

委託業務に係る最低制限価格の
引き上げについて（22 年 6 月
提出分）

一部採択

陳情
8

会津若松市議会議員の報酬削
減、日当制導入及び条例改正に
ついて（市民オンブズマン会津
理事長　佐藤　勉さん）

不採択

※アミかけ部分が採決で賛否が分か
れた案件です。

議案第60号、第74号を賛成多数で可決
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日本共産党会津若松市議団

斎藤　基雄 議員

風
力
発
電
の
適
否

情
報
を
周
知
せ
よ

一 般 質 問

ま
ち
づ
く
り

　

保
健
・
福
祉
施
策

　
　
　

教
育
行
政
な
ど
を
問
う

　

一
般
質
問
は
、
定
例
会
で
議
案
に
関
係
な
く
、
市

政
全
般
に
つ
い
て
市
の
方
針
を
た
だ
す
も
の
で
す
。

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
９
月
６
日
、
７
日

に
行
わ
れ
、
18
名
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
を
紙
面
の
都
合
上
、
一
人
一
項
目
と

し
、
要
約
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

◇行・財政…………13　◇生活・環境………13

◇健康・福祉………14　◇産業・経済………15

◇建設・都市計画…16　◇教育・文化………16

行　

・　

財　
　

政

社会民主党･市民連合

松崎　　新 議員

総
合
計
画
の
あ
り
方

へ
の
認
識
は

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
自
立
的
か
つ
自
律
的

な
自
治
体
の
政
策
形
成
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
水

準
ご
と
に
明
確
な
目
標
値
を

掲
げ
た
総
合
計
画
体
系
が
必

要
で
あ
り
、
そ
こ
に
財
政
計

画
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
だ

と
考
え
る
が
認
識
を
示
せ
。

企
画
政
策
部
長　

第
６
次
長

期
総
合
計
画
は
、
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本

的
な
方
向
と
目
標
及
び
各
種

の
指
標
を
設
定
し
た
目
標
明

示
型
の
計
画
で
あ
り
、
こ
れ

を
最
上
位
計
画
と
し
、
個
別

計
画
に
お
い
て
、
具
体
的
な

事
業
の
実
施
目
標
や
手
法
な

ど
を
明
ら
か
に
し
て
、
計
画

の
体
系
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
主
権
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
総
合
計
画
の
あ
り
方

と
し
て
は
、
地
域
特
性
を
生

か
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
向
け
、
課
題
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
よ
う

な
計
画
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

財
政
と
の
関
わ
り
は
、
国

の
法
制
度
の
見
直
し
、
市
歳

入
の
長
期
的
な
予
測
は
困
難

で
、
年
度
ご
と
の
行
政
評
価

や
中
期
財
政
見
通
し
を
踏
ま

え
た
予
算
編
成
に
よ
り
、
総

合
計
画
の
実
現
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
鶴
ケ
城
周
辺
公
共
施
設
利

　

活
用
構
想

生　

活　

・　

環　

境

①
近
年
、
風
力
発
電
の
効
果

や
人
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て

各
方
面
か
ら
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
の
分
析
と
評
価
を
示
せ
。

②
来
春
提
出
さ
れ
る
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
準
備
書
へ
の
市

の
対
応
を
示
せ
。

③
背
あ
ぶ
り
山
風
力
発
電
施

設
整
備
に
つ
い
て
、
市
民
や

湊
町
住
民
が
適
否
を
判
断
す

る
た
め
の
情
報
を
周
知
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長　

①
施
工
中
の
資

材
運
搬
時
の
振
動
や
騒
音
、

稼
動
後
の
騒
音
・
低
周
波
音
、

バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
環
境
省

に
よ
る
風
力
発
電
施
設
の
調

査
結
果
に
よ
る
と
、
本
計
画

に
お
い
て
は
騒
音
・
低
周
波

音
の
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

②
準
備
書
の
内
容
を
精
査
、

こ
れ
ま
で
の
意
見
な
ど
を
勘

案
し
、
事
業
者
が
十
分
な
対

策
を
行
う
こ
と
も
含
め
て
意

見
書
を
作
成
、
知
事
に
提
出

す
る
。

③
市
政
だ
よ
り
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
説
明
会

で
の
内
容
、
事
業
の
概
要
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と

も
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
福
島
県
会
津
地
域
地
方
税

　

滞
納
整
理
機
構
と
本
市
の

　

徴
税
業
務　

▽
介
護
予
防
の
取
り
組
み公明党

土屋　　隆 議員

除
雪
後
の
排
雪
シ
ス

テ
ム
を
考
え
よ

　

市
民
相
談
の
中
で
強
く
要

望
さ
れ
た
の
が
、
歩
道
や
玄

関
先
の
除
雪
の
置
き
土
産
の

問
題
で
あ
る
。「
今
ま
で
は
、

除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
、
玄

関
先
や
歩
道
ま
で
も
き
れ
い

に
雪
片
付
け
を
し
て
い
た
が
、

自
分
も
高
齢
と
な
り
ス
コ
ッ

プ
が
持
て
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

高
齢
化
の
進
展
は
今
ま
で
で

き
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

と
い
う
生
活
に
直
接
か
か
わ

る
問
題
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
も
除
雪
後
の
排

雪
の
シ
ス
テ
ム
を
何
か
考
え

る
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を

示
せ
。

建
設
部
長　

高
齢
化
社
会
の

進
展
に
伴
い
、
雪
処
理
に
か

か
る
負
担
が
大
き
く
な
る
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
世

帯
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
つ

い
て
、
町
内
会
や
ご
近
所
と

い
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
の
市
民
協
働
に
よ
る
支

援
体
制
づ
く
り
を
含
め
て
、

全
庁
的
に
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

　

言
の
具
現
化

▽
高
齢
者
の
安
否
確
認
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消
防
団
の
各
分
団
・
各
班

の
定
数
は
確
保
さ
れ
て
い
る

と
平
成
21
年
６
月
定
例
会
で

私
の
質
問
に
答
弁
し
た
。
今

年
５
月
の
議
会
と
市
民
と
の

意
見
交
換
会
で
湊
地
区
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
は
「
団
員
に

は
遠
距
離
通
勤
者
が
多
く
、

現
状
は
稼
動
で
き
な
い
団
体

が
多
い
、
真
剣
に
考
え
る
べ

き
」
と
強
く
指
摘
さ
れ
た
。

　

消
防
団
の
各
分
団
・
各
班

社会民主党･市民連合

長谷川光雄 議員

消
防
団
の
定
数
・

体
制
の
見
直
し
を

　
の
定
数
及
び
体
制
の
見
直
し

を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
の
か
。

市
民
部
長　

本
市
の
定
数
は

合
併
前
の
旧
町
村
の
定
数
を

引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
が
、

合
併
か
ら
一
定
期
間
が
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
他

の
自
治
体
の
事
例
や
、
各
分

団
に
お
け
る
人
口
、
面
積
、

消
防
機
材
の
整
備
状
況
に
応

じ
た
団
員
数
の
現
状
調
査
を

し
て
い
る
。
見
直
し
に
は
２

年
程
度
を
か
け
て
案
を
固
め
、

さ
ら
に
１
年
程
度
、
条
例
な

ど
の
改
正
手
続
き
を
見
込
ん

で
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
公
共
施
設
及
び
市
有
地
の

　

現
状
と
今
後
の
あ
り
方

▽
農
業
振
興

健　

康　

・　

福　

祉

市民クラブ

清川　雅史 議員

地
域
密
着
型
健
康

相
談
を
実
施
せ
よ

　
①
成
人
・
高
齢
者
の
健
康
・

栄
養
相
談
は
、
各
地
区
の
公

民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
会
場
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
で
、
地
域
密
着
型
の

健
康
相
談
と
な
り
、
相
談
者

数
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
見
解
を
示
せ
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

　 し
た
双
方
向
通
信
対
面
面
談

に
よ
る
栄
養
指
導
、
個
人
や

集
団
を
対
象
と
し
た
遠
隔
運

動
教
室
な
ど
の
実
施
は
、
健

康
増
進
に
有
効
で
あ
る
と
と

も
に
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
見
解
を
示

せ
。

健
康
福
祉
部
長　

①
市
民
の

生
活
に
密
着
し
た
健
康
支
援

を
行
う
こ
と
で
得
ら
れ
る
成

果
は
、
相
乗
効
果
を
も
っ
て

周
囲
に
広
が
る
と
い
う
期
待

も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
身
近

な
相
談
の
機
会
は
重
要
で
あ

り
、
可
能
な
限
り
そ
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
双
方
向
通
信
は
、
即
時

性
・
情
報
量
・
身
近
さ
・
手

軽
さ
な
ど
の
点
で
非
常
に
有

効
で
あ
り
、
そ
の
利
用
が
し

っ
か
り
定
着
す
れ
ば
、
健
康

づ
く
り
の
上
で
も
大
き
な
価

値
を
持
つ
と
考
え
る
。
今
後

に
向
け
、
経
費
や
技
術
面
、

実
証
結
果
を
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
生
涯
学
習
政
策

▽
市
職
員
の
市
民
へ
の
対
応

公志会

横山　　淳 議員

24
時
間
福
祉
総
合

相
談
体
制
を

　
　

市
で
は
、
担
当
課
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た

福
祉
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
て
い
る
が
、
連
携
を
強

化
し
、
24
時
間
総
合
相
談
体

制
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
。

①
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
相
談
時
間
の
差
異
を
解

消
せ
よ
。

②
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
」
は
24
時
間
相
談
事
業
を

自
宅
で
行
っ
て
い
る
が
、
限

界
が
あ
る
。
相
談
体
制
の
強

化
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

③
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
カ
ム
カ
ム
」
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
総
合
相
談

体
制
を
つ
く
れ
。

健
康
福
祉
部
長　

①
相
談
時

間
は
各
法
人
の
就
業
規
則
に

よ
る
が
、
各
セ
ン
タ
ー
と
協

議
し
市
民
が
相
談
し
や
す
い

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
24
時
間

体
制
で
相
談
を
受
け
る
こ
と

は
負
担
が
大
き
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と

を
周
知
し
、
市
や
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
の
資
質
向
上

を
図
り
、
体
制
を
強
化
す
る
。

市
長　

③
「
カ
ム
カ
ム
」
を

は
じ
め
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
児
童
相
談
所
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
福
祉
全
般
に
わ
た
る

相
談
に
対
応
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
子
育
て
支
援

公明党

近藤　信行 議員

任
意
予
防
接
種
の

公
費
助
成
推
進
を

　
　

任
意
接
種
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
料
が
高
額
で
家
計
の
経
済

的
負
担
が
大
き
く
な
り
公
費

助
成
が
必
要
と
考
え
る
。

①
女
性
を
守
る
子
宮
頸け
い

が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
全
額
公
費

負
担
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
見
解
を
示
せ
。

②
細
菌
性
髄
膜
炎
か
ら
乳
幼

児
を
守
る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
一
部
公
費
助
成
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
を
示
せ
。

市
長　

①
国
の
概
算
要
求
の

中
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
事
業

と
し
て
１
５
０
億
円
要
求
さ

れ
て
お
り
、
具
体
的
な
支
援

内
容
の
情
報
を
収
集
し
前
向

き
に
対
応
す
る
。

健
康
福
祉
部
長　

②
間
接
的

に
高
齢
者
の
肺
炎
予
防
に
効

果
が
あ
り
、
乳
児
期
の
重
要

な
ワ
ク
チ
ン
と
認
識
す
る
。

関
係
者
か
ら
も
早
期
の
定
期

接
種
化
が
望
ま
れ
て
お
り
、

他
の
任
意
接
種
助
成
要
望
や

財
政
負
担
な
ど
を
踏
ま
え
総

合
的
に
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
う
つ
病
対
策
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大竹　俊哉 議員

児
童
虐
待
撲
滅
へ
の

取
り
組
み
は

　

　

子
供
に
対
す
る
虐
待
は
全

国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

本
市
も
長
び
く
景
気
低
迷
に

よ
っ
て
生
活
不
安
が
広
が
り
、

育
児
ス
ト
レ
ス
が
増
加
し
て
、

虐
待
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
、

防
止
策
を
徹
底
さ
せ
、
虐
待

撲
滅
に
向
け
て
全
市
ぐ
る
み

で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

①
本
市
の
虐
待
防
止
策
は
。

②
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
は
。

③
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

を
ど
う
役
立
て
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

①
平
成
22

年
５
月
に
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
要

保
護
児
童
の
早
期
発
見
・
早

期
対
応
に
向
け
て
体
制
強
化

を
図
っ
た
。

②
虐
待
を
受
け
た
児
童
は
、

身
体
的
・
知
的
・
認
知
的
発

達
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
行

動
・
情
緒
・
性
格
形
成
へ
深

刻
な
影
響
を
受
け
る
。
不
登

校
や
非
行
、
児
童
が
親
に
な

っ
た
時
に
虐
待
を
行
う
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
た

支
援
が
必
要
で
あ
る
。

③
訪
問
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
、

講
義
や
実
技
指
導
を
行
っ
た
。

今
後
さ
ら
に
検
証
を
行
い
な

が
ら
、
保
護
者
の
育
児
疲
れ

や
、
育
児
不
安
の
軽
減
及
び

虐
待
防
止
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
地
域
主
権
改
革

社会民主党･市民連合

小湊　好廣 議員

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
で

国
保
医
療
費
削
減

　

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
に
よ
っ
て
、
国
保
医
療

費
の
削
減
を
図
る
べ
き
と
の

方
針
を
示
し
て
い
る
が
普
及

に
向
け
て
の
対
策
を
示
せ
。

　

ま
た
、
薬
代
の
本
人
負
担

も
約
５
割
も
少
な
く
、
国
保

の
医
療
費
も
大
幅
に
削
減
が

期
待
で
き
る
が
医
療
費
の
削

減
効
果
は
ど
の
程
度
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

国
は
価
格

の
低
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
普
及
し
、
医
療
費
の
患

者
負
担
軽
減
や
医
療
保
険
財

政
の
軽
減
を
図
る
べ
く
、
平

成
24
年
度
ま
で
に
数
量
シ
ェ

ア
を
30
％
以
上
に
す
る
目
標

を
掲
げ
利
用
を
促
進
し
て
い

る
。

　

本
市
も
今
年
９
月
の
国
民

健
康
保
険
証
の
更
新
に
合
わ

せ
、
患
者
が
医
薬
品
の
希
望

を
医
師
に
容
易
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を

送
付
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

医
療
費
の
削
減
効
果
は
約

５
割
で
国
保
の
薬
剤
費
で
１

億
３
５
０
０
万
円
の
削
減
効

果
を
試
算
し
て
い
る 

。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
道
路
整
備

▽
教
育
施
設
の
改
築
・
ス
ト

　

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

公志会

佐野　和枝 議員

こ
ど
も
ク
ラ
ブ

事
業
内
容
の
拡
充
を

　
　

働
く
親
の
安
心
と
、
子
供

の
安
全
・
安
心
そ
し
て
教
育

の
た
め
に
、
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

事
業
内
容
の
充
実
・
拡
大
は

重
要
と
考
え
る
。

①
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
運
用
に

つ
い
て
、
市
は
今
後
ど
の
よ

う
な
改
善
を
図
る
の
か
。　

②
市
民
か
ら
の
強
い
要
望
で

あ
る
開
所
時
間
の
拡
大
を
取

り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
子
育
て
支
援
の
た
め
、
対

象
学
年
の
拡
大
に
つ
い
て
も

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

①
現
在
、

待
機
児
童
の
解
消
策
と
し
て
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
親
の
会
を
は
じ
め
、

市
民
要
望
を
踏
ま
え
、
留
守

家
庭
児
童
の
安
全
と
働
く
親

の
安
心
を
第
一
に
本
事
業
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

②
開
所
時
間
の
拡
大
は
、
人

件
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
利

用
料
を
含
め
た
財
源
の
確
保

が
課
題
で
あ
る
。
委
託
先
法

人
と
の
協
議
、
こ
ど
も
ク
ラ

ブ
親
の
会
と
の
意
見
交
換
を

引
き
続
き
行
う
。

③
現
在
も
待
機
児
童
が
発
生

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
ま

ず
は
待
機
児
童
を
解
消
し
た

上
で
、
利
用
年
齢
の
拡
大
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
介
護
福
祉
事
業

▽
高
齢
者
の
就
労
支
援
事
業

産　

業　

・　

経　

済

新生会津

坂内　和彦 議員

６
次
産
業
化
を

農
政
の
柱
に

　
　

本
市
農
業
は
、
昭
和
60
年

代
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
算
出
額

は
４
割
以
上
減
少
し
た
。
今

こ
そ
流
通
、
加
工
、
観
光
な

ど
食
品
関
連
市
場
の
一
部
を

農
業
に
取
り
込
む
６
次
産
業

化
こ
そ
急
務
だ
。
農
業
の
概

念
を
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
６
次
産
業
化
を
施
策
と

し
て
体
系
化
し
、
そ
の
算
出

額
の
目
標
を
持
ち
、
当
面
の

中
心
的
担
い
手
を
定
め
て
、

次
年
度
以
降
の
本
市
農
業
振

　
興
の
重
点
施
策
と
し
て
大
胆

に
予
算
配
分
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

農
政
部
長　

６
次
産
業
化
の

推
進
に
よ
る
農
業
算
出
額
の

目
標
設
定
は
困
難
だ
が
、
そ

れ
に
代
わ
る
指
標
を
用
い
た

目
標
設
定
を
検
討
し
て
い
く
。

中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
集

落
営
農
組
織
は
地
域
に
お
け

る
人
材
を
有
効
に
活
用
で
き

る
こ
と
か
ら
、
重
要
な
担
い

手
の
一
つ
に
な
り
得
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
重
点
施

策
と
し
て
、
６
次
産
業
化
は

農
家
の
収
益
拡
大
、
農
村
地

域
活
性
化
を
図
る
有
効
な
手

段
と
認
識
し
て
お
り
、
改
め

て
本
市
農
業
振
興
施
策
と
し

て
位
置
付
け
を
行
い
、
推
進

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
財
政
健
全
化
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渡部　　認 議員

各
種
イ
ベ
ン
ト
の

あ
り
方
に
つ
い
て

　
①
会
津
秋
ま
つ
り
に
つ
い
て

は
、
毎
年
出
演
交
渉
に
苦
労

し
て
い
る
芸
能
人
頼
み
の
藩

公
行
列
を
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

②
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
の
会

場
は
、
あ
い
づ
ド
ー
ム
周
辺

の
み
で
な
く
、
会
場
設
営
を

ま
ち
な
か
と
組
み
合
わ
せ
る

べ
き
と
思
う
が
考
え
は
。

③
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

つ
い
て
、「
選
択
と
集
中
」
が

必
要
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か

ら
の
観
光
誘
客
と
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

観
光
商
工
部
長　

①
藩
公
行

列
は
、
会
津
を
代
表
す
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
観
光

誘
客
の
重
要
な
素
材
と
し
て

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
お
り
、
芸
能

人
の
出
演
は
、
行
列
の
魅
力

向
上
や
盛
り
上
が
り
に
資
す

る
有
効
な
手
段
で
あ
る
。　

②
毎
年
２
万
人
以
上
の
来
場

者
を
迎
え
る
フ
ェ
ア
を
、
来

年
度
は
、
ま
ち
の
「
顔
」
で

あ
る
中
心
商
店
街
な
ど
に
お

い
て
開
催
す
る
方
向
で
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

③
観
光
客
の
増
加
に
向
け
て
、

中
長
期
的
な
観
点
か
ら
の
魅

力
づ
く
り
や
受
け
入
れ
態
勢

の
整
備
と
と
も
に
、
単
な
る

継
続
実
施
で
は
な
く
、
時
期
、

場
所
、
対
象
者
、
内
容
な
ど

の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
選

択
と
集
中
の
視
点
も
含
め
、

よ
り
よ
い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

夢クラブ

成田　芳雄 議員

長
期
未
着
手
都
市

計
画
道
路
の
対
応

建
設
・
都
市
計
画

日本共産党会津若松市議団

伊東　くに 議員

経
済
的
に
困
難
な

高
校
生
へ
支
援
を

新生会津

渡部　優生 議員

城
前
団
地
建
替
計
画

の
方
針
は

教　

育　

・　

文　

化

　

　

本
市
は
都
市
計
画
道
路
36

路
線
、
延
長
約
98
㌔
㍍
の
う

ち
、
計
画
決
定
後
20
年
以
上

の
11
路
線
、
約
25
㌔
㍍
を
、

長
期
未
着
手
都
市
計
画
道
路

と
し
て
見
直
し
作
業
を
進
め

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
計
画
か

ら
44
年
な
い
し
47
年
経
過
し
、

東
山
・
建
福
寺
前
線
と
荒
久

田
・
黒
川
線
は
全
く
未
着
手

で
、
他
路
線
は
区
間
で
着
手

済
み
だ
。
作
業
の
検
証
状
況

と
今
後
の
対
応
を
示
せ
。

市
長　

平
成
20
年
度
か
ら
、

学
識
経
験
者
や
交
通
事
業
者

な
ど
で
構
成
す
る
長
期
未
着

手
都
市
計
画
道
路
検
討
委
員

会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地
域

レ
ベ
ル
で
の
検
証
が
必
要
な

路
線
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
の
説
明
会
を
行
い
、

地
域
の
意
向
把
握
や
合
意
形

成
に
努
め
、
見
直
し
案
の
策

定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
続

き
地
域
レ
ベ
ル
で
検
証
が
必

要
な
路
線
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
、
地
域
の
合
意
形
成
に

努
め
る
。
次
年
度
以
降
は
長

期
未
着
手
都
市
計
画
道
路
見

直
し
計
画
素
案
を
示
し
、
路

線
ご
と
の
対
応
方
針
と
市
民

の
意
見
を
求
め
見
直
し
計
画

を
決
定
す
る
。
条
件
整
理
が

整
っ
た
路
線
は
随
時
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
計
画
変
更

な
ど
の
手
続
き
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
市
営
住
宅
の
あ
り
方

　
　

鶴
城
小
学
校
の
建
て
替
え

場
所
に
つ
い
て
は
、
城
前
団

地
へ
の
移
転
で
は
な
く
、
現

在
地
に
確
実
か
つ
早
急
に
建

設
す
る
こ
と
に
方
針
変
更
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
城
前

団
地
と
は
「
切
り
離
し
て
」

建
設
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
団
地
住
民
の
生
活
環

境
の
改
善
を
考
え
る
と
後
戻

り
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
停

滞
す
る
こ
と
も
な
く
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
見
解
を
示
せ
。

建
設
部
長　

城
前
団
地
に
つ

い
て
は
、「
会
津
若
松
市
公

営
住
宅
基
本
計
画
」
な
ど
に

お
い
て
建
て
替
え
団
地
と
し

て
位
置
付
け
、
こ
れ
ま
で
空

き
家
施
策
な
ど
に
よ
り
建
て

替
え
の
準
備
を
進
め
て
き
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
建

て
替
え
に
よ
り
城
前
団
地
を

整
備
し
て
い
く
方
針
に
変
更

は
な
い
。
し
か
し
、
鶴
城
小

学
校
の
移
転
改
築
の
候
補
地

の
一
つ
と
し
て
、
検
討
を
進

め
て
き
た
経
過
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
23
年
度
に
お
い

て
既
存
建
物
の
除
去
に
着
手

す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
と

な
っ
た
が
、
今
後
、
団
地
の

全
体
的
な
建
て
替
え
計
画
を

策
定
す
る
中
で
調
整
を
図
り
、

着
実
な
事
業
実
施
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
地
域
主
権
改
革
へ
の
対
応

　
　

国
の
制
度
改
正
で
高
校
授

業
料
が
無
償
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
県
で

行
っ
て
い
た
免
除
制
度
が
廃

止
さ
れ
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど

の
諸
経
費
」
分
の
負
担
が
増

え
て
就
学
が
困
難
に
な
る
家

庭
が
あ
る
。
そ
の
影
響
の
実

態
調
査
と
具
体
的
な
支
援
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

生
徒
・
保
護
者

の
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
の
諸
経
費
の

免
除
に
つ
い
て
、
授
業
料
無

償
化
後
も
引
き
続
き
行
っ
て

い
る
県
立
高
校
の
数
は
そ
れ

以
前
と
比
較
し
３
分
の
１
程

度
に
減
っ
て
い
る
。
本
市
で

は
本
年
４
月
よ
り
授
業
料
無

償
化
に
併
せ
、
奨
学
資
金
制

度
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
の
諸

経
費
に
充
て
る
資
金
と
し
て

給
与
す
る
制
度
に
改
正
し
て

い
る
。
中
学
校
や
高
等
学
校

を
通
じ
て
、
市
や
県
の
奨
学

資
金
制
度
の
活
用
を
呼
び
か

け
、
十
分
に
制
度
の
周
知
を

図
り
な
が
ら
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
困
難
な
生
徒
に

対
し
て
支
援
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い

　

ま
ち
づ
く
り
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樋川　　誠 議員

子
ど
も
読
書
推
進

計
画
の
策
定
は

　
①
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
の
策
定
状
況
を
示
せ
。

②
10
分
間
読
書
活
動
、
推
奨

図
書
の
発
表
、
児
童
生
徒
に

よ
る
選
書
な
ど
各
学
校
の
取

り
組
み
状
況
を
示
せ
。

③
読
書
習
慣
を
身
に
着
け
さ

せ
る
た
め
に
学
校
図
書
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
拡
大
、

育
成
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
は
。

④
各
学
校
図
書
館
に
専
門
司

書
職
員
を
配
置
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

①
現
在
、
素
案
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
、
一
般
公
募
市
民
な
ど
で

構
成
す
る
市
民
懇
談
会
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、

来
年
３
月
の
公
表
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

②
学
童
期
の
読
書
活
動
は
、

子
供
が
言
葉
を
学
び
、
感
性

を
磨
き
、
読
解
力
や
表
現
力

創
造
性
を
高
め
る
上
で
大
切

で
あ
り
、
各
学
校
に
お
い
て

朝
や
昼
休
み
、
放
課
後
の
時

間
を
活
用
し
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

③
会
津
図
書
館
に
お
け
る
各

種
講
座
の
開
催
な
ど
に
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

拡
大
と
養
成
に
努
め
て
い
く
。

市
長  

④
生
涯
学
習
総
合
セ

ン
タ
ー
の
開
館
と
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
の
策
定
に

よ
り
、
具
体
的
な
方
向
性
を

示
し
読
書
環
境
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

公志会

浅田　　誠 議員

情
報
教
育
・
モ
ラ
ル

の
指
導
強
化
を

　

　

情
報
化
社
会
と
言
わ
れ
る

今
日
、
情
報
機
器
に
ま
つ
わ

る
事
件
・
事
故
は
後
を
絶
た

ず
、
機
器
の
便
利
さ
の
ス
ピ

ー
ド
に
、
使
用
者
の
モ
ラ
ル

が
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
も
一

因
と
さ
れ
て
い
る
。
児
童
・

　 生
徒
は
も
と
よ
り
、
家
庭
・

地
域
も
含
め
、
標
語
へ
の
取

り
組
み
や
「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア

デ
ー
」
の
実
践
な
ど
全
体
の

意
識
啓
発
も
含
め
て
指
導
を

強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

児
童
・
生
徒
が
情

報
通
信
機
器
を
適
切
に
活
用

で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
、
将
来
の
社
会
生
活

に
向
け
て
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
小
学
校
で
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
や
中
学
校
で
の

技
術
科
の
時
間
で
、
情
報
モ

ラ
ル
の
指
導
を
し
て
い
る
。

昨
年
度
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
い
じ
め
が
１
件
の
み
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
教
育
が
一
定
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

標
語
づ
く
り
は
長
期
休
業
な

ど
を
活
用
し
取
り
組
む
よ
う

働
き
か
け
る
。
意
識
啓
発
の

た
め
に
は
保
護
者
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
情
報
を
共
有

し
、
協
力
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
、
市
教
育

情
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
情

報
掲
載
な
ど
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
通
し
て
指
導
を
推

進
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
林
業
の
活
性
化
策

市民クラブ

小林　作一 議員

小
中
一
体
校
化
を

基
に
基
本
計
画
を

　
　

新
潟
県
三
条
市
は
小
学
校

３
校
と
中
学
１
校
を
一
体
化

し
、
児
童
生
徒
数
約
１
５
０

０
人
の
マ
ン
モ
ス
校
を
作
ろ

う
と
し
て
い
る
。
人
口
約
１

万
２
６
０
０
人
の
北
海
道
三

笠
市
で
は
、
全
児
童
生
徒
５

１
６
人
に
対
し
小
学
校
５
校

と
中
学
校
３
校
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
統
廃
合
が
求
め
ら
れ
、

地
域
に
学
校
を
残
す
た
め
に

小
中
一
体
校
化
を
進
め
て
い

る
。
地
域
の
事
情
は
違
う
が
、

多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
る

一
体
校
を
目
指
し
た
基
本
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
育
長　

小
学
校
と
中
学
校

を
同
一
校
舎
に
す
る
こ
と
は
、

小
中
学
校
教
員
が
一
緒
に
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
人

ひ
と
り
の
児
童
生
徒
に
関
す

る
情
報
が
共
有
化
さ
れ
る
こ

と
で
、
一
貫
し
た
指
導
や
支

援
が
容
易
と
な
り
、
９
年
間

を
通
し
た
き
め
細
か
な
学
力

向
上
や
生
活
指
導
が
可
能
に

な
る
。
一
方
で
教
職
員
配
置

の
問
題
、
小
中
両
方
の
教
員

免
許
の
必
要
性
な
ど
課
題
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
導
入
に

当
た
っ
て
は
、
検
証
を
続
け

る
必
要
が
あ
る
。
学
校
教
育

に
関
す
る
基
本
計
画
の
策
定

は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検

討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

▽
環
境
施
策

　公職選挙法の規定により、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状などを

出すことは禁止されていますので、ご理解のほどよろしくお願いします。

　なお、同法により、次の行為などが禁止されています。

　○　政治家が新年会などに招待され、出席せずに自分の料理や飲食の相当する  

   　金銭を祝儀として出すこと。

　○　秘書などが政治家名義で祝儀を出すこと。

　○　懇談会などで、有権者が招待した政治家に祝儀を求めること。

　○　会員制の会合に出席し会費を払いながら飲食をせず、顔だけを出すこと。

　○　後援会が、祝儀、花輪、香典などを出すこと。

　○　政治家が答礼のための自筆によるものを除き、年賀状などの時候あいさつ

   　状（電報やファクシミリも含む）を出すこと。

　○　政治家や後援会が、あいさつを目的とする有料の広告を出すこと。

　○　広告業者（新聞、テレビなど）が政治家や後援会に対し、あいさつを目的

　　とする有料の広告を求めること。なお、脅迫して求めると罰せられます。

～虚礼廃止にご理解とご協力を～




